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本号の概要 

調査船白山丸のアマエビ調査結果（期間：7月31日～8月2日） 

⚫ 1歳（2025年級群）の個体の採捕尾数が多く、2029年に良好な漁獲加入が見込まれます。 

調査船白山丸のスルメイカ調査結果（期間：8月19日～25日） 

⚫ 日本海中央部のスルメイカの分布量は低水準でした。 

大型クラゲ情報（期間：4月26日～8月27日） 

⚫ 大型クラゲは山陰沖合の中下層に広く分布している模様で、底びき網では注意が必要です。 

石川県周辺海域の海面水温 （期間：8月19日～25日） 

■ 石川県周辺の海面水温 8月21日の本県周辺（海岸線より30

海里程度）の海面水温は27～28℃台であり、過去5年平均との差

は－1.0～＋0.5℃程度でした。 

■ 沿岸観測ブイの水温 今期の平均水温は28.2～28.8℃であ

り、前年同時期との差は－1.0～＋0.2℃、過去5年平均との差は

＋0.5～＋1.0℃でした。 

■ 港内の水温 今期の平均水温は29.1～30.6℃であり、前年

同時期との差は－0.3～＋0.9℃、過去5年平均との差は＋0.6～

＋1.1℃でした。 

  

①

② ⑧

⑦
⑥

⑤
④

③

⑨

⑪

⑩

水温観測位置

沿岸観測ブイの水温（深度10mの値） 単位（℃）

日間平均 過去5年
8/19～8/25 平 均 差

①橋立沿岸 28.6  － 0.5  ＋ 0.6  

②富来沿岸 28.2  － 0.9  ＋ 0.7  

③門前沿岸 28.2  － 1.0  ＋ 0.6  

④曽々木沿岸 休止中 ﾃﾞｰﾀなし ﾃﾞｰﾀなし

⑤小泊沿岸 28.2  － 0.3  ＋ 0.5  

⑥小浦沿岸 休止中 ﾃﾞｰﾀなし ﾃﾞｰﾀなし

⑦鵜川沿岸 28.8  ＋ 0.1  ＋ 1.0  

⑧岸端沿岸 28.8  ＋ 0.2  ＋ 0.9  

港内の水温（深度1.5m・午前9時の値） 単位（℃）

日間平均 過去5年

8/19～8/25 平 均 差

⑨橋立港 29.8  － 0.3  ＋ 1.1  

⑩宇出津港 29.1  ＋ 0.1  ＋ 1.0  

⑪石崎港 30.6  ＋ 0.9  ＋ 0.6  

観測位置 前年差

観測位置 前年差

https://www.pref.ishikawa.lg.jp/suisan/center/gyokaikyou/gyokaikyou.html


調査船白山丸のアマエビ調査結果 （期間：7月31日～8月2日）
 

■ 調査船白山丸は7月31日から8月2日に

金沢沖の水深375～500mの海域でアマエビ

（標準和名：ホッコクアカエビ）の分布量調査

を行いました。この調査は、金属枠に袋網

をつけた漁具を30分間曳網し、採捕したア

マエビの尾数や大きさから、今後漁獲対象

に成長する小型エビ（若齢エビ）の分布量を

調べるもので、夏季と冬季の年2回実施して

います。 

■ 今回の調査結果では、1歳（2025年級

群）の個体が比較的多く採捕され、これらが

漁獲対象に成長する2029年に良好な漁獲加入が見込まれます。一方、2歳（2024年級群）および3歳

（2023年級群）の個体の採捕尾数は少なく、これらが漁獲対象に成長する2027年および2028年の漁獲

加入は少ないと見込まれます。 

調査船白山丸のスルメイカ調査結果 （期間：8月19日～25日）
 

■ 調査船白山丸は8月19日～25日に日本海中央部でイカ釣り調査を行いました。スルメイカの分布密

度の指標であるCPUE（釣機1台1時間当たりの漁獲尾数）は0～0.81尾でした。全調査点の平均CPUEは

0.16尾であり、過去5年（2024年と2025年は欠測のため2019年～2023年）平均（13.7尾）を下回りまし

た。定点調査ではないため厳密には比較できませんが、今年の調査時点の日本海中央部のスルメイカ

の分布量は過去5年平均を下回っていたと考えられます。本調査で漁獲したスルメイカの外套長（魚体

サイズの指標）の平均値は17.2cmで、魚体は過去5年平均（20.6cm）よりも小さめでした。 

  

2012年 207 808 109

2013年 29 163 168

2014年 33 291 129

2015年 503 111 89

2016年 67 412 44

2017年 135 257 380

2018年 111 354 322

2019年 110 118 54

2020年 70 282 102

2021年 14 182 117

2022年 367 79 205

2023年 455 447 126

2024年 11 270 190

2025年 15 41 413

2026年 317 70 90

夏季調査におけるアマエビの年齢別採捕尾数（尾/網）

調査年 1歳 2歳 3歳

調査船白山丸のスルメイカ調査結果

操業日 操業位置 漁獲尾数 CPUE 外套長範囲（主な魚体） 表面水温 50m水温

8月19日 38-18.9N, 132-40.9E 12 0.14 　16～21cm（17cm） 26.7℃ 11.6℃ 

8月20日 39-06.1N, 133-50.7E 13 0.12 　12～22cm（18cm） 26.8℃ 11.4℃ 

8月21日 39-43.4N, 134-32.6E 1 0.01 　18cm 27.0℃ 11.2℃ 

8月22日 39-55.4N, 135-03.7E 1 0.01 　17cm 26.7℃ 6.5℃ 

8月23日 40-10.3N, 135-44.9E 0 0 26.8℃ 8.8℃ 

8月24日 39-00.1N, 136-01.5E 2 0.02 　15～16cm 27.1℃ 7.8℃ 

8月25日 39-20.0N, 137-22.5E 91 0.81 　12～20cm（14cm） 28.0℃ 16.0℃ 

CPUE：釣機1台1時間当たりの漁獲尾数、 主な魚体：漁獲尾数の多かったイカの外套長



小型いか釣りのスルメイカ水揚状況 （期間：5月1日～8月20日） 

■ 今年5月1日から8月20日の小型いか釣り

によるスルメイカの水揚量は565トンで、前年

（712トン）および過去5年平均（931トン）を下

回っています。 

■ 今年の銘柄（1箱当たりの入り尾数）別の

箱数割合は､30尾入りが最も高くなりまし

た。過去5年平均と比べ、全体に占める40尾

以上入りと30尾入りの割合が高くなり、魚体

は小さめとなっています。 

■ 延べ入港隻数は1,854隻と前年（1,904隻）

並みで、過去5年平均（2,679隻）を下回ってい

ます。入港１隻当たりの水揚箱数は60箱

で、過去5年平均（66箱）並みとなっています。 

大型クラゲ情報 （期間：4月26日～8月27日）
 

■ 水産研究・教育機構と漁業情報サービスセンターが8月27日までに発表した情報、並びに石川県水

産総合センターが得た情報は以下のとおりです。 

■ 東シナ海から山陰の広範囲で、まき網や底びき網で数十～300個体の入網が確認されていま

す。島根県の底びき網では8月16～18日に１網あたり200個体以上の大量入網が確認されました。また

兵庫県のトロール調査では8月19～21日に水深190～250mで１網あたり数個体が確認されています。 

■ 長崎県から石川県の定置網では散発的に入網が確認されています。１網当たりの入網数は１～数

個体程度です。 

■ 水産研究・教育機構が行ったフェリーによる博多・釜山間の目視調査では、6月16日には大型クラゲ

は確認されませんでしたが、6月30日に13個体、7月14日に90個体が確認されました。 

■ 大型クラゲは山陰沖合の中下層に広く分布していると考えられることから、9月から始まる底びき網

操業でも入網する可能性があり、注意が必要です。 

県内主要10港の水揚状況（期間：7月1日～31日） 

■ 定置網 マイワシは前年を上回り、サバ類は前年を下回っています。 

■ まき網 マアジは前年を上回り、マイワシは前年を下回っています。 

■ 底びき網・ごち網 アマエビは前年並みでした。 

■ 刺網・釣・その他 ベニズワイガニは前年を上回り、スルメイカは前年並みでした。  



 

7月水揚量 1月-7月累計水揚量

本年 前年 平年 本年 前年 平年
(2026年) (2025年)（過去5年）(2026年) (2025年)（過去5年）

 定置網 さば類 148.4 696.1 408.8 671.5 3580.1 1937.3

まいわし 95.7 12.0 45.8 25799.5 18594.3 11655.5

まあじ 77.4 107.2 107.4 467.1 404.4 582.2

とびうお 65.3 8.3 37.0 148.9 12.0 83.6

ふくらぎ・こぞくら 47.6 24.1 58.3 227.4 219.3 499.2

まだい 21.3 17.4 19.8 85.1 99.5 118.6

そうだがつお 11.8 37.8 16.5 20.1 54.1 46.6

さわら・さごし 11.7 27.9 76.4 136.2 398.4 342.3

ひらまさ 8.1 4.0 5.1 36.9 48.7 36.1

かわはぎ(ｳﾏﾂﾞﾗ) 7.0 2.4 5.9 78.0 115.8 136.2

くろだい 5.3 2.4 5.4 19.5 17.9 20.8

くろばんちょ(ﾒｼﾞﾅ) 5.2 4.2 3.3 23.5 15.1 12.3

その他 60.9 72.6 121.8 1931.3 2570.2 2953.8

合 計 565.6 1016.4 911.6 29645.0 26129.9 18424.4

 まき網 まいわし 283.9 372.4 889.4 1597.9 765.7 1757.1

まあじ 123.3 86.2 46.8 141.1 115.7 87.8

その他 1322.0 1715.6 1016.8 3349.5 4827.1 3031.9

合 計 1729.1 2174.2 1953.1 5088.6 5708.5 4876.7

 底びき網 あまえび 37.2 33.7 42.1 388.5 356.2 416.1

 ごち網 さこだい(ﾁﾀﾞｲ) 2.2 0.5 0.5 10.2 12.7 16.0

まだい 1.3 2.1 1.4 23.6 29.4 26.1

あかがれい 1.0 1.9 0.9 302.0 320.8 351.1

なめたがれい(ﾋﾚｸﾞﾛ) 0.3 0.6 0.3 19.9 18.9 31.2

めっきだい(ｷﾀﾞｲ) 0.3 0.4 0.2 12.4 13.2 18.0

かわはぎ(ｳﾏﾂﾞﾗ) 0.2 0.3 0.2 4.1 10.4 19.6

がすえび(ﾄｹﾞｻﾞｺｴﾋﾞ他) 0.1 0.4 0.5 56.0 56.1 69.6

ほうぼう 0.1 0.2 0.1 1.3 1.9 2.2

くるまだい(ﾏﾄｳﾀﾞｲ) 0.1 0.0 0.0 0.8 0.5 1.1

その他 0.1 2.9 6.9 1546.4 1280.6 1460.5

合 計 43.1 43.2 53.1 2365.3 2100.5 2411.3

 刺網・釣 べにずわいがに 193.3 155.7 126.3 841.9 789.0 665.7

 小型いか釣 するめいか 78.6 85.8 203.4 297.8 390.8 499.8

 その他 いわがき 45.6 26.7 14.4 90.1 32.3 35.6

さざえ 32.6 37.2 45.2 67.4 68.0 80.3

まだこ 17.6 18.2 20.2 45.7 51.8 49.4

ばいがい 9.2 6.6 4.6 30.4 23.6 17.9

さば類 6.7 0.9 0.9 12.4 4.8 9.0

のどぐろ(ｱｶﾑﾂ) 6.2 6.8 4.2 23.3 26.3 17.4

あまだい 5.3 6.4 9.9 12.3 14.4 19.3

やなぎばちめ(ｳｽﾒﾊﾞﾙ) 4.9 3.3 10.5 49.3 67.1 80.8

あかがれい 3.7 2.9 3.1 13.9 9.0 9.6

ふぐ類 3.5 4.7 7.9 74.7 40.4 128.2

その他 49.9 67.9 80.1 450.8 423.4 563.1

合 計 457.2 423.3 530.8 2010.0 1941.0 2176.1

 全漁業種類 総 計 2795.1 3657.1 3448.5 39108.9 35880.0 27888.5

※主要10港：橋立・金沢・西海・輪島・蛸島・鵜飼・松波・宇出津・七尾地区

※本年7月の漁業種類別の水揚量上位魚種を対象として集計した値

漁業種類 魚種

■ 県内主要10港水揚量（トン）


